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Right
〆校
史
の
前
提
と
本
校
の
四
期
學
制
五
十
年
史
の
六
期 編
纂
の
目
的
と
記
述
の
態
度
こ
の
外
、
大
學
に
な
っ
て
新
任
し
た
人
も
少
く
な
い
が
、
五
高
と
直
接
關
係
が
な
い
人
は
、
任
命
順
職
員
録
と
同
様
、
記
さ
な
い
こ
と
に
し
た
。
而
し
て
同
窓
倉
と
直
接
開
係
あ
る
、
法
文
學
部
に
就
い
て
云
へ
ぱ
、
高
森
・
上
田
の
二
教
授
は
、
惇
年
制
に
従
っ
て
、
遠
か
ら
ず
、
相
趣
い
で
龍
南
を
去
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
の
五
高
出
身
は
、
昭
和
十
四
年
就
任
の
河
原
畑
教
授
が
、
最
古
参
と
な
る
。
古
稀
を
超
え
た
老
教
授
も
あ
っ
た
、
五
高
時
代
に
較
べ
、
”
わ
か
い
世
代
“
と
云
ふ
よ
り
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
龍
南
へ
の
郷
愁
騨
鮒
職
名
氏
名
措
任
學
科
理
博
散
大
，
原
英
一
化
學
理
安
達
達
三
助
物
理
學
稻
葉
三
男
理
教
數
學
○
落
合
和
夫
理
教
化
學
小
貫
章
理
助
物
理
學
横
田
了
理
助
化
學
中
原
勇
助
数
學
佐
々
木
四
郎
理
助
數
學
理
博
教
大
久
保
武
男
數
學
理
第
五
高
等
學
校
五
十
年
史
の
編
纂
は
、
何
の
爲
に
企
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
。
有
形
に
無
形
に
、
常
に
本
校
の
現
在
に
活
き
て
、
之
を
動
か
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
過
去
を
再
検
討
し
て
、
断
え
ず
何
等
か
の
新
計
篭
を
樹
立
す
べ
き
未
來
に
對
し
て
、
適
切
妥
當
な
る
資
料
を
提
供
せ
ん
と
す
る
に
外
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
過
去
五
十
年
間
の
記
録
な
り
遺
物
な
り
を
、
如
何
な
る
態
度
を
以
て
符
逃
す
べ
き
で
あ
る
か
。
編
年
魑
に
依
る
べ
き
か
、
記
傳
艦
に
従
ふ
く
き
か
、
史
論
霞
を
採
る
べ
き
か
、
抑
と
時
代
別
と
爲
す
べ
き
か
。
本
書
は
、
そ
の
何
れ
に
も
偏
す
る
こ
と
な
く
、
時
代
に
大
別
し
た
る
後
、
他
の
三
艦
を
併
用
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
十
一
年
文
部
省
編
纂
の
學
制
五
十
年
史
の
如
き
は
、
學
制
頒
布
以
前
、
即
ち
明
治
元
年
よ
り
同
五
年
ま
で
を
第
一
期
と
し
、
五
年
の
頒
布
後
同
十
二
年
教
育
令
公
布
ま
で
を
第
一
一
期
と
し
、
そ
れ
よ
り
同
十
九
年
學
校
令
公
布
ま
で
を
第
三
期
と
し
、
該
令
公
布
後
、
同
一
一
一
十
二
・
一
一
一
年
頃
、
そ
の
改
正
の
必
要
を
生
じ
た
ま
で
を
第
四
期
と
し
、
學
校
令
改
正
後
同
四
十
年
義
務
年
限
延
長
ま
で
を
第
五
期
と
し
、
延
長
宵
施
後
大
正
十
一
年
ま
で
を
第
六
期
と
し
、
第
六
期
を
更
に
明
治
末
年
と
大
正
と
に
分
け
て
ゐ
る
。
而
し
て
本
校
の
歴
史
は
、
そ
の
第
四
期
以
後
に
相
富
す
る
の
で
あ
る
が
、
學
制
中
特
殊
の
地
位
に
在
る
高
等
學
校
は
、
梢
と
そ
の
趣
を
異
に
す
る
の
で
、
明
治
元
年
以
後
學
校
令
公
布
ま
で
を
略
述
し
て
、
之
が
前
提
と
爲
し
、
同
二
十
年
、
第
五
高
等
中
學
校
創
立
以
後
同
一
一
十
一
一
年
ま
で
を
、
第
一
期
古
城
假
校
時
代
と
し
、
二
十
二
年
九
月
、
新
校
開
校
以
後
、
同
二
十
七
年
第
五
高
等
學
校
と
改
稲
さ
れ
る
ま
で
を
、
第
一
一
期
新
校
開
校
後
の
第
五
高
等
中
學
時
代
と
し
、
同
二
十
七
年
改
稻
以
後
、
大
正
七
年
現
行
制
度
制
定
ま
で
を
、
第
三
期
第
五
高
等
學
校
前
期
と
爲
し
、
更
に
之
を
改
稲
以
後
同
一
一
一
十
二
年
學
校
令
改
正
前
と
、
改
正
後
同
一
一
一
十
九
年
エ
學
部
分
立
ま
で
と
、
そ
れ
よ
り
大
正
七
年
で
と
に
分
説
し
、
大
正
七
年
以
後
現
在
ま
で
を
、
第
四
期
第
五
高
等
學
校
後
期
と
鴬
し
、
各
時
代
に
於
て
特
筆
す
べ
き
事
を
、
な
る
べ
く
年
代
順
に
記
し
、
多
数
の
正
確
な
る
賀
料
に
基
い
て
、
出
来
得
る
限
り
澗
断
と
暖
昧
と
を
避
け
る
積
り
で
あ
る
。
加
之
、
凡
百
を
網
羅
し
て
、
之
を
軍
に
志
料
と
し
て
胎
す
よ
り
は
、
寧
ろ
一
讃
し
て
本
校
の
全
貌
を
描
い
て
賞
ひ
た
い
と
考
へ
、
章
節
の
如
き
も
な
追
記
二
二
九
參
考
五
、
五
高
五
十
年
史
の
總
説
○
天
野
昌
久
理
助
地
學
山
崎
理
講
化
學
講
○
池
田
一
幸
（
非
常
勤
）
天
文
教
育
學
部
○
竹
原
東
・
一
文
教
心
理
學
○
小
山
直
之
文
教
教
育
學
金
守
新
一
助
艦
育
古
川
昌
弘
講
艘
育
エ
學
部
○
山
田
恭
介
理
助
熱
エ
學
一
一
八
メ相
談
倉
は
官
立
に
し
て
官
僚
的
な
ら
ず
森
文
部
大
臣の經続
古
城
の
暇
校
舎
と
龍
南
の
新
校
舍 本
校
の
歴
史
は
本
校
の
み
の
歴
史
に
あ
ら
ず 教
育
制
度
と
先
覺
教
育
は
時
代
に
順
臆
し
先
寵
す
時
代
の
厘
分
は
便
宜
的
に
過
ぎ
ぬ
凡そ學校の創立に際しては、敷地を選定し、校舎の建築を竣へて、然る後開校するものと、隈校舎を利用して、坂敢へず
開校し、然る後移轄するものとがある。而して本校は、後者に属するものであるが、その古城の假校舍たる、熊本としては、
文教史上由緒深き虚であるばかりでなく、敷地の選定に至っても、多くの候補地があり、各方面より誘致運動があったにも
拘らず、現在の龍山白水の間を決定したのは、恂に先見の明があり、百年の大計を樹立したものと謂ふべきである。全國の
學園中、我が龍南の如きものが、果して幾つあるであらうか。少くとも高等學校中に於ては、創立富時に在りては勿論、現
在に於ても、他の追随を容さぬところがあることは、天下周知の事實である。第三節に、本校の設立と敷地の選定と題して
掲
げ
た
の
は
、
必
ず
し
も
歴
史
的
事
資
の
み
を
箭
述
す
る
所
以
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
本校教育の形式は、既に法規の定むるところであり、自餘の高等中學校と共通するところがなければならぬとしても、敷
地校舎ともに、熊本縣・細川侯及び有志者の寄附に依るものであり、且叉、熊本には熊本の好尚があり、九州の習俗があり、
創
立
の
當
時
に
於
て
は
、
地
方
民
意
の
暢
達
と
、
地
方
財
政
の
事
情
と
を
尊
重
し
て
、
入
學
學
科
程
度
よ
り
授
業
料
寄
宿
料
に
至
る
ま
で
、
地
方
有
力
識
者
の
意
見
と
希
望
と
に
印
す
る
目
的
を
以
て
、
九
州
各
縣
よ
り
、
教
育
行
政
竝
に
資
際
教
育
に
關
係
あ
る
人
々
の
参
集
を
求
め
て
、
腹
蔵
なき協議を鐘げたことは、今日と大いにその趣を異にし、官立にして而も官僚的形式的ならざるところに、生きた教育を目
指してゐることが窺はれる。是に於てか筆者は、特に第二章の中に、第四節として、入學・學科・程度等に關する相談會な
追
記
一一一一一一
龍
南
へ
の
郷
愁
二三○
るべく之を少くしたのである。かかる見地に立ちて、今少しく具鵠的にその内容を示して見たいと思ふ。
生活の記録としての歴史は、繼績であり連鎖である。故に之を時代に匿分するのは、軍なる便宜的のものに過ぎぬ。即ち、
高等學校に於ける現行諸規程は、この大綱に於いては、大正七年以來のものであり、高等學校の名穂と規程とは、明治一一十
七年の改革に基き、明治二十七年の改正は、明治十九年の勅令並に省令の高等中學校創建の當初に、その源を發してゐるの
一事を以てするも、自ら分明するであらう。
我が第五高等學校は、全國二十有餘の高等學校の一つであり、曾ては又、官立五高等中學校の一つでもあった。今は男子
の普通教育完成を目標と爲してゐるが、潮れぱ、大學豫科のみの時代があり、専門教育を本禮として大學豫科附属の時代が
あり、更に源頭に棚れぱ、大學豫備教育と専門教育の醤、。工學部とを併置せる時代があった。これ即ち教育なるものが、時
代に順應すると共に、時代に先駆する所以に外ならぬ。
教育制度は、先覺者の方寸に出づるものではあるが、その先覺者は、時代を認識し、將來を豫測するの燗眼を有するもの
である。而も時代は過去の文化を經とし、現在のそれを緯として織り成せるものであり、古今東西のそれを該ねるものであ
る。故に各時代の先畳者は、文化の諸相を洞察検討し、之に順應し、先導せしめんとして、教育の制度と機關とを案出する。
是に於てか組織の愛更が生じ、制度の改慶が起って來ろのである。
本校の歴史は、軍に本校のみの歴史ではなく、之を大にしては、本邦教育史の一部として、之を小にしては、高等學校史
の一部として成り立つべきは言ふまでもない。のみならず、更に之を地方的に見れば、熊本否九州に於ける教育界の中心を
爲してゐたものである。而して歴史は又、時と人とに依って形作られる文化の繼承である。この意味に於て、本校設立以前
に於ける我が邦の學校教育を一瞥し、その由來を概見する必要がある。但、遠き古を察するの遥なく、最も閥係ある時代の
それに止めざるを得ない。而して最も深き交渉を有する時代と云へぱ、固より明治改元後の十九年となる。これ第一篇第一
章に於て、本校設立前に於ける明治時代の教育の一節を設くる所以である。
廣義の教育は、人と人との間に管まれる文化博達の形式であるが、狭義の學校教育は、それが教育者と被教育者との間に、
有意的に行はれるところの國家行政の一部である意味に於て、教育制度の一斑を察すべく、教育制度の創制乃至改革は、國
家行政の當事者、就中最高實住者の識見に基づく。殊に、高等中學校の出現の如きは、賞に本邦教育史上未曾有のことであ
るばかりでなく、本校は、他の四校と共に、その噛矢を爲すものであれば、一應高等中學校令の内容と、之が起案者の意圃
とを心得てゐなければ、宛も卒然として世に現れたかの感がある。第二節に於て、學制の改革と森文部大臣の經総と題した
と
を
心
得
て
ゐ
な
け
れ
ば
、
宛
ｊ
の
は
、
こ
の
意
味
に
外
な
ら
ぬ
。
新
校
開
校
式
と
聯
絡
協
議
會
御
慶
署
の
勅
語
と
勅
語
演
説
第
一
同
卒
業
式
と
蓬
別
會 地域
の
廣
表
と
建
築
の
偉
観
腎
學
部
の
設
置
校
風
の
樹
一エ 創立
當
初
の
入
學
試
職
と
人
物
考
査
本校が剛健質箕を以て標糖し、敢て流俗に同ずることなく、屹然として天下を脾硯するの時、明治二十一一一年十月一一一十日を
以て、國民の趨歸を明かにし、教育の本旨を示し給へる勅語の、而も御慶署の勅語を、一一十四年の一月に奉戴したのは、有
難くも、畏れ多いことの限りである。而して秋月教授の勅語奉讃と謹解とは、富時本校のみならず、縣下に於ても他の追随
を許さざるものであった。これ即ち本校の歴史に、第一一一章第四節として、御慶署の勅語と勅語演説を敬記する所以である。
かかる間に、本校も、明治二十五年七月十一日を以て、第一同卒業式を暴行するに至った。卒業生の数は少いにしても、
本校に在りては、全く歴史的の事であった。爾來年々卒業式は行はれてゐるが、創立と共に入學し、五年の間、學業に鍛錬
に、將又龍南會の創設に、常に中心を爲して校風の確立に寄與したことは、本校の内外を問はず、齊しく之を認むる所であ
った。故に學校としての卒業式のみならず、後進の主催せる送別會の如きも、軍に其の前途を祀霜するばかりでなく、感謝
の至情を遺憾なく發揮せるものであって、友情の濃やかなるものが察せられるのである。故に特に第五節として、第一同卒
追
記
一一一一一一一一
龍
南
へ
の
郷
愁
一一一一一一一
る
一
節
を
設
け
て
、
そ
の
間
の
事
情
を
圃
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
古城の假校舎時代は、僅に二年に過ぎぬが、該地は陸軍所管のものであり、借用に就いても度々の交渉を要し、叉そのま
まにしては使用し難く、何程かの改造を要したものであるが、開校に關する生徒募集に就いては、相談倉協議の結果を本と
するも、應募者の教養甚だその統一を鉄けると、興學の旨趣に基づいて、心身共に優秀なる人材を需むるの結果、入學試駿
の如きも、尋常一様のものでなく、又、人物考査に於ても、細心の注意を佛つた瓢は、流石に學校當局の深切丁寧を多とせ
ざるを得ぬ。而して學科課程に至りては、現今とその趣を異にせる黙も少くないので、第二章の第一節を以て、假校舎、生
徒
募
集
、
入
學
試
業
、
學
科
課
程
等
と
爲
し
た
の
で
あ
る
。
職
員
の
任
命
と
生
徒
の
入
學
と
を
以
て
、
本
校
は
愈
と
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
が
、
明
治
二
十
年
十
一
月
十
四
日
の
入
學
式
は
、
極
め
て
簡
素
にして、直に授業を開始したのであるが、職員生徒相與に、自重自戒、切瑳砥礪、九州最高學府たるの面目を維持し、精榊
的内容の充實を期したことは、恐らく想像に餘りあるものがあったであらう。例へぱ、二十一年紀元の佳節や、入學式等に
於ける意氣と覺悟とは、只管我が校風の樹立に汲々たるものがあった。而して當年の意氣こそ、龍南精鉢の根源をなすもの
であらう。第二章の第二節を紀元節・入學式等に現れたる校風の樹立と題した所以もその爲である。
瞥學部の設置は、本校と殆ど同時ではあるが、その地が長崎に在るばかりでなく、その前身に於て古き歴史を有し、形式
上は、何事も本校の使令を受けることとなってはゐても、資質上は、殆ど凋自的の立場を保持してゐたものである。加之、
後年分立以後は、全く無闇係のものとなった爲に、その詳細は、他日長崎醤科大學史の編纂に俟つこととし、本書に於ては、
第二章第一一一節並に第二篇第一章第四節にその概要を記すに止めたい。
二年の歳月と、十萬の資財とを費して竣エせる龍南の新校は、その輪英の美に於ても、その内容の整へることに於ても、
文字通りに九州最高の學府たるに恥ぢざるものであった。殊に、五萬一千餘坪の地域に至りては、當時天下にその例少く、
従って、移輔開校直後に於ける龍南は、意氣正に天を衝くの概があったのである。然るに時世の進運に件ひ、本校も明治二
十七年を以て、第五高等學校と改穂せられ、その組織も翌二十八年の新學年より愛更せられたので、移純後改穂までの五箇
年を、第一一一章新校建築と其後の第五高等中學校と爲し、その第一節に於て、地域の廣褒と建築の偉観と題して、九州の雄校
たる所以を明かにしたいと思ふ。
就いては、二十年十一月始業この方、鶴首麺望の新校開校式は、熊本縣下は固より、直接開係ある九州各縣よりも代表的
人物を網羅せる黙に於て、箕に九州の教育界に於ける豊期的のものであり、参列者の感銘も、一入深きものがあったことが
察せられるので、第四章第一一節として、新校開校式を慨記したい。
而してその翌日より行はれた九州各縣關係代表者の協議會竝にその後の協議會も、往年行はれた相談會以降のことではあ
るが、新なる意義を有するものと云はなければならぬ。故に少しく遡って、明治二十一年一一一月廿一一一日、文部省より訓令とし
て發せられた商議委員會なるものより、二十一一一年以後の協議會竝に各縣經費分捲等に一一一一亘及して、之を第一一一章第一一一節に一括す
る心組である。
●日
清
戦
孚
當
時
並
に
宣
暫
式
施
行
當
時
の
龍
南
明
治
天
皇
御
不
例
よ
り
献
木
ま
で 日
露
戦
孚
當
時
よ
り
明
治
末
年
ま
で
の
龍
南 瞥
學
部
の
分
立
と
エ
學
部
の
新
設 井
上
毅
子
の
抱
負
五
中
よ
り
五高へ
は》除り芳ぱしいものでなかったのは事資であるが諺軍に之を以て本校のみと見ることは敢て富らぬ。而して第二節を日清
戦孚當時の龍南、第三節を宣欝式施行前後の龍南と題したのは、一面には、美黙長所を顯揚すると共に、又一面には、その
間の消息を窺はんとするものに外ならず、且、明治一一一十一一一年學校令の改正に件ふ學科課程等をも揚げて置きたい。
當期に於ける醤學部の分立と、エ學部の新設とは、相當重大な事賛である。而して一一學部が、今では夫々長崎瞥科大學と
熊本高等工業學校となり、共に天下に重きをなしつつあるが、嘗ては何れも本校の一部であったことを思へぱ、軍に教育史
上のみならず、國運進展の一過程として興味ある事柄であらう。然るに熊本高等エ業學校も、昭和十一年の秋を以て、創立
三十周年を迎へて盛大なる祗典を學げ、之を記念として沿革史の編纂も企てられ、近くその刊行を見るに至ってゐるので、
本
編
に
は
極
め
て
簡
軍
に
記
し
て
置
く
積
り
で
あ
る
。
北兇露國に對して、敢然鋒を執った征露の戦は、日清役と同様に、全く正義の爲の聖戦であり、而して未だ曾て正義に敵
し得るものなきが如く、腐懲の目的は途に達せられた。けれども、大敵を屠るまでには、戦場の勇士も、銃後の國民も、具
に幾辛酸を嘗めたことか。旅順の開城や、日本海海戦や、奉天會駿に際して、国民の感激感謝は、到底筆舌の蓋し得るとこ
ろではない。而してその感激と感謝とが、龍南人に如何なる形を以て現れたかる知るのも、掻ち無用の業ではないと思ふ。
然り而して戦捷の意氣は、やがて叉戦後の弛緩をも仲ひ易い。國民精紳の弛緩は、感受性に富める青年子弟にも免れなかっ
た。これ第六節日露戦孚當時より明治末年までの龍南ある所以である。
不世出の聖天子明治天皇御不例の報一度傅はるや、全土俄に闇雲にまされ、御平癒祈願の赤誠は、津々浦々に及んだ。而
も遂に再び起ち給はず、長へに紳去りますや、國民の悲歎と失望とは、其の極に達した。御大葬の御儀の際に於ける本校の
遥拝もさることながら、桃山御陵参拝や、御大典御跡拝観等の旅行も、空前のことである。而して遥拝式の模様に就いては、
學校の記録もあり、龍南會雑誌の記事もあるが、御陵参拝に關しては、龍南會雑誌に擦るの外なく、御跡拝観の事に至って
は、それすらないのは尤も遺憾とする。而沁て明治紳宮御篭管の際に於ける献木は、軍り本校のみのことではないが、閥係
追
記
二三五
龍
南
へ
の
郷
愁
二
三
四
業式と途別會を略述して、往年を偲ぶよす菰としたい。
、
、
、
、
明治一一十七年、本校が第五高等學校と改穂せられてより、從來の五中は、蚊に五高と略穂せらるＥに至り、以て今日に及
んでゐる。而してその改稻は、本校に在りては、制度の上に多少の愛化は免れなかったけれども、その施行せらるらまでの
間には、瞥學部の外にエ學部までも設置せられ、本校部だけが純然たる大學豫科として立って來たものである。而して第三
章が僅に五箇年の歴史であるに拘らず、第二篇第一章に、明治二十八年より大正七年に至る一一十年間の事賛を配するのは、
一見如何にも長短輕重を失するの嫌ひはあるやうであるが、又已むを得ないことであるので、内容的に厘分することにした
時恰も園を躯げての日清戦孚の頃であり、國民全般に亙って、國家観念と民族意識とが、いやが上にも顯現した結果、純
眞なる青年子弟にも、深甚なる影響を及ぼしたことは申すまでもない。さりながら、第一一一高等學校の大學豫科が騒止せられ
て、多くの生徒が來り加はったばかりでなく、該校の關係地方の一部も、本校の慮域に編入せられ、一一一十年以後は、厘域を
撤慶された結果、往来の本校が、主として九州地方の生徒であったのに、俄仁全國的となり、爲仁俄に都市の風習が加ばり、
物質文明讃歌の風潮と相俟って、校風に著しき愛化を來し、それが爲に、入學に際して宣誓式を暴行し、禁酒を励行せんと
したことは、結果の可否は兎に角、富時に於ては、事情已むを得なかったであらう。端的に申せば、宣誓式箕施當時の龍南
負
を
考
察
し
て
見
た
い
と
老
へ
る
。
高等中學校の改稲は、軍に名目の上ばかりでなく、時代の推移と、國力の梱養充箕の必要よりして、他日は各高等學校を
以て夫々大學となさんとするの一過程であって、當時世間には、地方大學の名さへ行はれてゐたくらゐである。而してそれ
は専ら時の文部大臣井上毅子の識見に出でたものであるのは周知のことである。且叉、高等學校の制度の改革は、今日に至
るまで幾多の識者に依って企てられたことであり、井上子の意圖は、必ずしも悉く笈現するに至らなかったとは云へ、非凡
なる識見の顯現であったことは申すまでもない。この意味に於て、本章には第一節として、改穂の經緯と井上文部大臣の抱
雁
俶
に
圏
圏
脅
矼
夕
肛
工
圏
・
宵
計
了
曲
認
国
瞳
せ
ち
巾
・
刀
朽
笥
だ
け
か
罪
科
黙
た
る
大
學
豫
利
と
し
て
立
っ
て
●
来
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
第
一
一
一
章が僅に五箇年の歴史であるに拘らず、第二篇第一章に、明治二十八年より大正七年に至る二十年間の事賛を配するのは、
一見如何にも長短輕重を失するの嫌ひはあるやうであるが、又已むを得ないことであるので、内容的に厘分することにした
い。
Ｉ
寄
宿
舎
の
五
十
年
開
校
五
十
年
式
典
と
本
校
の
概
況 思
想
界
の
推
移
と
龍
南
人
第
十
三
臨
時
教
員
養
成
所
の
設
置 今
上
陛
下
の
行
幸
と
御
親
閲
皇
太
子
殿
下
（
今
上
天
皇
）
の
台
臨
と
常
時
の
本
校
概
況三十周年
記
念
の
行
事
と
事
業
現
行
制
度
施
行
の
事
情
と
改
正
内
容
寄
宿
舍
の
起
源
は
、
遠
く
古
城
時
代
に
始
ま
り
、
新
校
移
輔
の
後
、
習
學
寮
と
名
づ
け
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
寮
史
の
編
纂
は
、
着
手以來既に七・八年を閲し、愈と近く刊行の筈で、数百頁を費すとのことであり、それを第三篇の第一章に纏めて記すこと
は、微力の能くする所ではない。故に本章に於ては、主として規則を經とし、龍南會雑誌の記事を緯として、規則の愛更を
追．・一一一一口
二三七
己
龍
南
へ
の
郷
愁
一二一一一ハ
あ
る
事
と
し
て
、
第
七
節
に
附
記
し
て
置
く
筈
で
あ
る
。
大
正
改
元
後
の
七
年
間
に
は
、
こ
の
外
、
大
正
四
年
十
一
月
十
日
の
御
即
位
鵜
奉
覗
式
、
翌
五
年
十
一
月
三
日
の
立
太
子
禮
奉
祗
式
等
を
始
と
して、寄宿舎及び事務室の改築、生徒集會室の移築、御眞影奉安所の新築等の外、選抜試騒規程の改正等６行はれたのであ
る
が
、
第
八
節
に
は
宮
中
關
係
の
行
事
だ
け
を
記
す
こ
と
と
し
た
。
現
行
制
度
が
施
行
せ
ら
れ
た
の
は
、
大
和
八
年
の
こ
と
で
、
爾
來
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
の
で
、
第
二
篇
第
二
章
を
、
第
五
高
等
學
校
後
期
と
し
た
が
、
現
行
制
度
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
幾
多
の
經
緯
が
あ
る
。
即
ち
、
從
來
の
大
學
豫
科
は
、
前
年
を
以
て
了
り
、
こ
の
年
か
ら
高
等
普
通教育の完成を目的とし、併せて國民道徳の徹底を圖ることとなり、一部・二部・三部の名目を腹して、新に文科・理科と
爲
し
、
夫
々
の
學
科
課
程
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
本
章
の
第
一
節
は
、
之
を
現
行
制
度
施
行
と
事
情
と
改
正
の
内
容
と
題
し
て
、
そ
の
邊
の
消
息
を
明
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
っ
而して當期の初めに於て、第一に特筆謹記すべきことは、大正九年一一一月三十一日の皇太子殿下の行啓である。假令御微行
と
は
云
へ
、
又
、
宮
殿
下
の
台
臨
は
、
以
前
に
も
屡
と
あ
っ
た
が
、
皇
太
子
殿
下
の
行
啓
を
仰
ぎ
、
親
し
く
本
校
の
教
育
情
況
を
台
覧
に
共
し
奉
る
の
は
、
洞
に
有
難
き
極
み
で
あ
っ
た
。
故
に
第
二
節
皇
太
子
殿
下
の
行
啓
の
一
節
を
設
け
て
、
そ
の
御
模
様
を
偲
び
奉
り
た
い
と
考
へ
る
。
新
校
開
校
以
來
、
記
念
の
式
典
は
、
十
月
十
日
を
卜
し
て
、
年
毎
に
行
は
れ
て
來
た
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
特
に
三
十
周
年
記
念
の
み
の
本
章
の第三節として掲げて見たいのは、その式典が、それまでのものに比して盛大であったばかりでなく、未だ同窓會はなくと
も、卒業生に激を飛ばして醗資を募り、各種の記念行事と事業とを蓬行し、今にそれが適って居り、問將來に傳へらるべき
ものであるからである。而して式典の際に於て爲された學校長の報告もさることながら、同年春の東宮殿下行啓の折に言上
し
奉
っ
た
も
の
が
、
極
め
て
要
を
得
て
ゐ
る
の
で
、
之
を
前
節
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
大正九年より昭和六年十一月十四日今上陛下の行幸までは『十年の歳月を閲し、その間に於て記すべきことは、學校長の
交替を始めとして決して少くない。さりながら、主として思想界の影響を蒙つた問題が多いので、之を後述することとし、
ろ
◎
第三節の次には、直に今上陛下の行幸と御親閲とを護記することとしたが、天皇陛下の行幸を添うした時の恐慢と感激と歓
喜
と
は
、
禿
筆
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
な
く
、
殊
に
、
東
宮
に
在
し
た
頃
の
行
啓
を
も
仰
い
だ
の
は
、
何
物
の
幸
頑
か
之
に
若
く
も
の
が
あ
ら
う
。
而
して當日畏くも天覧に供し奉った本校の現況に就いては之を省略して、第七節の現況に於て略述したい。
第十三臨時教員養成所の設置は、昭和五年四月であって、陛下行幸以前のことに屈し、且、その性質も年限も乃至員数も、
之
を
腎
學
部
及
び
エ
學
部
の
比
で
は
な
い
が
、
共
に
行
幸
と
御
親
閲
と
を
仰
ぎ
、
授
業
も
本
校
教
官
に
依
っ
て
行
は
れ
た
こ
と
は
、
寧
ろ
瞥
學
部
よりも深い關係があるのである。この意味に於て、本章の第五節としてその概略を記して置きたいと思ふ。
前
述
の
如
く
、
當
期
に
於
け
る
特
徴
は
、
思
想
上
の
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
全
国
的
な
る
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
事
象
の
一
部
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
五
十
年
の
歴
史
を
顧
み
る
時
、
未
だ
曾
て
そ
の
類
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
先
づ
我
が
邦
に
於
け
る
思想界の推移を略述し、本枚に於ける影響と事件とに及ぶ筈ではあるが、中には具篭的に記すことは、種々の支障を感ずる
も
の
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
等
に
就
い
て
は
、
極
め
て
抽
象
的
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
改
穂
後
期
の
終
末
と
し
て
、
本
校
の
現
況
を
記
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
本
章
第
三
節
の
例
に
倣
ひ
、
之
を
次
節
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
現
在
は
過
去
の
繼
績
で
あ
り
、
瞬
時
に
し
て
過
去
と
な
る
。
故
に
五
十
年
の
歴
史
を
述
べ
て
現
況
を
記
さ
な
い
の
は
、
首
尾
一
貫
を
鉄
く
の
感
が
あ
る
。
而
も
本
書
刊
行
の
企
は
、
開
校
五
十
年
を
記
念
せ
ん
が
爲
で
あ
れ
ば
、
最
も
現
在
的
な
る
そ
の
式
典
を
記
し
て
置
く
べ
き
責
任
さ
へ
畳
える。卒直に申せば、本校の現況と言っても、昭和十二年四月現在を目標としなければ、種々の黙に於て不便があるばかり
でなく、中には不可能の事もあるであらう。本校の現況と開校五十年式典と題する第七節は、斯かる見地に立ちたいと考へ
’Ｉ
任
命
順
職
員
一
覧
表
と
索
引
龍
南
へ
の
郷
愁
二三八
通してその生活を推測して見ることにしたいが、第一一篇第一章第二節・同第六節乃至第二章第六節を併せ考ふれば、中らず
龍南會のと鉦も遠からざるものではあるまいか。
校友倉たる龍南會は固より生徒を本鵠とするものではあるが、倉長各部長には、夫々校長諸教授を當て、その他の職員も、
今
昔
悉く特別會員たる以上、本校の歴史に必要鋏くべからざることは言ふまでもない。而もその創立は明治二十四年のことであ
り、その間に於ける事箕を第三篇第二章に記し去ることは、殆ど思ひもよらず、校史とは別に、龍南會史として編述せらる
べきものである。故に若し例へぱ、來ろ昭和十六年創立五十周年を期して、寮史に類するものが、生徒の間に企てられてゐ
る
と
せ
ば
、
本
章
の
如
き
は
之
を
省
略
し
て
然
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
未
だ
そ
の
こ
と
を
耳
に
し
な
い
の
で
、
已
む
を
得
ず
第
一
節に於て、龍南會の成立と龍南會雑誌の創刊に就いて略述し、第二節に於て、龍南會の傳承を略記して見たいと老へる。
補
遺
一
束
以上を以て吾校の全貌を一通り記し了ることとなるのであるが、本書編纂の禮裁上、當然記すべきことにして記し難いこ
と
が
少
く
な
い
で
あ
ら
う
。
故
に
之
が
遺
漏
を
補
足
す
る
爲
に
、
第
四
節
第
一
章
を
補
遺
と
し
て
、
例
へ
ぱ
、
各
殿
下
の
台
臨
、
帽
章
と
白
線
、
修
學
旅
行
、
栽
樹
倉
、
門
札
と
ポ
ス
ト
、
カ
ッ
タ
ー
、
私
的
の
諸
會
、
来
校
の
名
士
、
金
品
の
寄
附
、
絞
別
式
、
プ
ー
ル
、
對
七
高
戦
孚
等
を
、
五
高
同
窓
倉
と
開
校
五
十
年
記
念
倉
編年沿革
略
追
次に第二章に於て、歴代學校長と教職員に及ぶことにするが、學校長も現校長まで既に十代を欺へ、教職員に至りては、
履歴書だけでも、其数七百に達し、到底記し壷すことは不可能であるばかりでなく、古人も、丈夫は棺を蓋うて裏方めて定
ま
る
、
と
曰
っ
た
や
う
に
、
現
存
の
人
々
を
述
べ
る
こ
と
は
、
卿
か
富
を
失
す
る
嫌
ひ
も
あ
る
の
で
、
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
た
結
果
、
之
を
任
命
順一覧表にして示したる後、索引を附けたいと思ふ。又、勤績の年月は短くとも、學術に思想に、大いなる感銘を奥へた人も
あり、在職中はさまで箸れず、本校を去って後、不朽の名を垂れてゐる人もあるので、それ等の人々を格別に記すことは、
必ずしも本書編纂の趣旨に添ふことにもならぬ。若し夫れ卒業生在校生に至りては、本校一覧に記されてゐるので、銭は列
畢
す
る
の
贄
を
避
け
た
い
。
修
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、
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。
然るに本書の如く、學校全禮に關するものにも、複雑微妙を極め、限りある紙数に細大漏さず列學することの困難と煩雑
とを畳えるがふさればと云って、編年膿を無観することも到底忍びないので筆者が曇に五十年式典の爲に、第五高等學校一
覧に基いて編述せる第五高等學校沿革略を本とし、更に増補改訂を加へて、編年沿革略と題する一文を第三章と篇し、以て
本書の短を幾分なりと補ひたいと零へる。
最後に、開校五十年記念會なるものは、五高同、窓會を中心として發起されたものであるばかりでなく、五高同窓倉は、そ
の歴史に於て新しくとも、云はぱ本校の歴史を形作った主髄でもあれば、之が成立の由來と繼承とを明かにし、併せて開校
五十年記念倉の内容を記して置くことは、笈行委員の一人としての義務でもあり、且は又、他日今後の校史編纂の参考賀料
ともならうかと琴へ、附録として、第五同窓會と開校五十年記念會の一篇を加へて、本稿を了りたいと思ふのである。
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